美しく風格のある呉市の景観形成を目指して
－呉市景観づくりマニュアル－
令和3年４月改訂版
呉　　　　　市
はじめに
      本市では平成の大合併により，優れた景観の維持・保全・創出することにより，豊かな自然や歴史，文化が薫るまちづくりが推進され，潤いのある市民生活の創造や個性的な地域社会の実現が期待されています。
      このことから，良好な景観の形成の促進を図るため「景観法（平成１６年法律第１１０号）」に基づく「呉市景観条例（平成１８年条例第１６号）」及び「呉市景観計画（平成２０年告示第１５号）」を策定し，呉市らしい良好な景観づくりをはじめました。
　　　このマニュアルは，「山と海の交わりの中で，自然，生活，歴史，文化が溶け込む景観づくり」を理念に，良好な景観形成を総合的に進めていくための基本的な指針を示したもので，「手続き編」と「ガイドライン編」とで構成しています。
　　　良好な景観の形成のために定めている各行為等に関する誘導基準の趣旨を，施主，設計者，施工者，市民のみなさんに御理解いただくとともに，景観づくりを円滑に行っていただくための資料として活用していただければ幸いです。
手続き編，ガイドライン編　呉市
                                                    呉市長　小村　和年
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１　手続きフローチャート
　一定規模以上の建築物の建築等や工作物の建設等には，次の手続きが必要です。
[image: image1]
２　事前協議
　　（１）次の行為に該当する場合は，事前協議書（様式第５号）を１部提出してください。届け出に先立って行為の内容を審査し，景観計画区域内における行為の届出の事前協議結果通知書（様式第８号）により通知します。また，必要な場合は指導又は改善要請をするものとします。
　　　ア　景観計画区域又は景観づくり区域における行為のうち，届け出対象地域の届け出要件に該当する行為
      イ　他の法令等による許認可等の申請に先立つ事前協議，事前調整等の制度がある場合
      ウ　その他特に重要と認められる行為
（２）事前協議書の提出期限
　　　　事前協議書の提出は，次の期限までに行うものとします。

　　　ア　届出日以前で，できるだけ早い時期
　　　イ　他の法令等による許認可等の申請に先立つ事前協議，事前調整等の制度がある場合は，当該事前協議，事前調整等の申請のとき
３　届出必要行為
　景観計画区域において，次の行為を行う場合，あらかじめ呉市長に届出が必要です。また，届出した内容を変更する場合にも同様に変更の届出が必要です。
（景観法では，届出が受理された日から原則３０日を経過しなければ当該行為を着手することができません。）
　また，届け出た行為の内容を審査して，支障がない場合は，景観計画区域内における行為の届出の審査済通知書（様式第９号）により通知するものとします。
 ○行為の定義
	行為の種類
	行為の定義

	建築物の建築等
	建築物の新築，増築，改築若しくは移転，外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更

	工作物の建設等
	次表に定める工作物の新設，増築，改築若しくは移転，外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更

	土石の採取等
	土石の採取又は鉱物の掘採

	土地の形質の変更等
	開発行為（都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第４条第１２項に規定する開発行為をいう。），土地の形質の変更（土石の採取等及び開発行為を除く。）又は水面の埋立て若しくは干拓
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○物件の定義
	　　 物　　件
	定　　　　　義

	建築物
	建築基準法第２条第１項に規定する建築物

	工作物
	垣，柵，塀，擁壁その他これらに類するもの

	
	
	電波塔，物見塔，装飾塔その他これらに類するもの

	
	
	煙突，排気塔その他これらに類するもの

	
	
	高架水槽，冷却塔その他これらに類するもの

	
	
	鉄筋コンクリート造の柱，金属製の柱，樹脂製の柱，アンテナその他これらに類するもの

	
	 
	電気供給又は有線電気通信のための電線路又は空中線（これらの支持物を含む。）その他これらに類するもの

	
	
	屋外に設置されたクレーン等の生産施設その他これらに類するもの

	
	
	アスファルトプラント，コンクリートプラント，クラッシャープラントその他これらに類するもの

	
	
	石油，ガス，液化石油ガス，穀物，飼料等を貯蔵し，又は処理する施設

	
	
	自動車車庫の用に供する立体的な収納施設         

	
	
	汚水処理施設，ごみ処理施設，汚物処理施設，排水処理施設その他これらに類するもの                

	
	
	彫像，記念碑その他これらに類するもの      　

	
	 
	観覧車，飛行塔，コースター，ウォーターシュート，メリーゴーランドその他これらに類するもの
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○届出の対象
①景観計画区域
	      対　 象
	届　　出

	建築物の建築等
	・高さが１３ｍ以上のもの
・建築面積が１，０００㎡以上のもの

	工作物の建設等
	・高さが１３ｍ以上のもの
・築造面積が１，０００㎡以上のもの

	土石の採取等
	・当該行為に係る面積が１，０００㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが５ｍ以上又は長さが１０ｍ以上のもの

	土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が３，０００㎡以上のもの（都市計画区域外にあっては，１０，０００㎡以上のもの）
・法面又は擁壁の高さが５ｍ以上又は長さが１０ｍ以上のもの


②景観づくり区域
	      対　象
	届　　出

	建築物の建築等
	・高さが１０ｍ以上のもの
・建築面積が１，０００㎡以上のもの

	工作物の建設等
	・高さが１０ｍ以上のもの
・築造面積が１，０００㎡以上のもの

	土石の採取等
	・当該行為に係る面積が１，０００㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが５ｍ以上又は長さが１０ｍ以上のもの

	土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が３，０００㎡以上のもの（都市計画区域外にあっては，１０，０００㎡以上のもの）
・法面又は擁壁の高さが５ｍ以上又は長さが１０ｍ以上のもの


○適用除外
　　・法第１６条第７項に規定する行為
　　・呉市景観条例第１１条に規定する行為
　　【呉市景観条例　抜粋】
　　　○景観計画区域
    　　①法第１６条第１項第１号又は第２号に掲げる行為で，次に掲げる規模の要件のいずれにも該当するもの 
　　　　　ア　当該建築物の建築面積又は工作物の築造面積が，１，０００平方メートル未満であること。
　　　　　イ　当該建築物又は工作物の高さが１３メートル未満であること。
　　　　②法第１６条第１項第３号又は条例第９条第１号若しくは第２号に掲げる行為（土石の採取及び鉱物の掘採を除く。）で，次に掲げる規模の要件のいずれにも該当するもの
　　　　　ア　当該行為に係る面積が１０，０００平方メートル未満（都市計画区域内における当該行為については，当該行為に係る面積が３，０００平方メートル未満）であること。
　　　　　イ　当該行為により形成された法面又は擁壁の高さが５メートル未満で，かつ，その長さが１０メートル未満であること。
　　　　③第９条第１号に掲げる行為（土石の採取及び鉱物の掘採に限る。）で，次に掲げる規模の要件のいずれにも該当するもの
　　　　　ア　当該行為に係る面積が１，０００平方メートル未満であること。
　　　　　イ　当該行為により形成された法面又は擁壁の高さが５メートル未満で，かつ，その長さが１０メートル未満であること。
　　　　④建築物の増築（第１号に掲げる規模の要件のいずれかを満たさないこととなる増築は除く。）又は改築で，当該行為に係る部分の床面積の合計が１０平方メートル以下のもの
　　　　⑤建築物又は工作物の改築で，外観の変更を伴わないもの
　　　　⑥建築物及び工作物の外観の変更で，当該変更に係る部分の面積の合計が１０平方メートル以下のもの
　　　　⑦仮設の建築物の建築等
　　　　⑧電気の供給又は有線電気通信のための電線路又は空中線の建設等（これらの支持物の建設等を含む。）で，当該電線路又は空中戦の支持物の高さが２０メートル以下のもの
　　　　⑨自然公園法（昭和３２年法律第１６１号）第１３条第３項の規定による許可を受けなければならない行為又は同法第２６条第１項の規定による届出（同項第４号及び第５号に掲げる行為に係る届出を除く。）を行わなければならない行為
　　　　⑩広島県文化財保護条例（昭和５１年広島県条例第３号）第１６条第１項の規定による許可を受けなければならない行為（同条例第４０条の規定により準用する場合を含む。）又は同条例第１７条第１項若しくは第３１条第１項の規定による届出を行わなければならない行為（同条例第４０条の規定により準用する場合を含む。）
　　　　⑪呉市文化財保護条例（昭和３８年呉市条例第２５号）第７条の３の規定による許可を受けなければならない行為又は同条例第８条第１項の規定による届出を行わなければならない行為
　　　　⑫前各号に掲げる行為のほか，景観計画区域における良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれがないと市長が認める行為
　　　○景観づくり区域
　　　　①　法第１６条第１項第１号又は第２号に掲げる行為で，次に掲げる規模の要件のいずれにも該当するもの
　　　　　ア　当該建築物の建築面積又は工作物の築造面積が１，０００平方メートル未満であること。
　　　　　イ　当該建築物又は工作物の高さが１０メートル未満であること。
　　　　②　上記「景観計画区域」の②から⑪まで（⑧を除く。）に掲げる行為
　　　　③　①，②に掲げる行為のほか，景観づくり区域における良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれがないと市長が認める行為
４　届出に必要な書類
　届出書（通知書）は正副あわせて２部必要です。（ただし，事前協議を行っている場合に限り，届出書は１部とします。）
	行　為　の　種　類
	図　書　の　種　類

	全ての届出対象行為
	1.届出書（通知書）
	○

	
	2.委任状（任意様式）
	必要に応じて

	
	3.位置図（付近見取図）
	○

	
	4.カラー写真（現況・合成）
	○

	
	5.チェックシート
	○

	
	6.その他

　現況平面図，設備配置図，植栽配置図，外構図，設計図（設計概要図），計画断面図等
	必要に応じて

	
	7.着手届
	○

	
	8.完了報告書
	○

	建築物の建築等

工作物の建設等
	9.配置図
	○

	
	10.立面図
	○

	
	11.各階平面図
	○

	
	12.敷地等断面図
	○

	土石の採取等
	13.採取場及びその周辺の状況図
	○

採石法の規定により

採取計画の認可の申

請図書に準ずる

	
	14.丈量図（求積図）
	

	
	15.実測平面図
	

	
	16.実測縦断面図及び実測横断面図
	

	
	17.廃土石たい積方法設計書及び廃土石た

　い積方法計画図
	

	
	18.土どめ施設設計書及び土どめ施設計画図
	

	
	19.採掘終了措置図
	

	
	20.遮へい措置図
	

	土地の形質の変更等
	開発行為，土地の形質の変更（土石の採取等及び開発行為を除く。）
	21.開発区域区域図
	○

都市計画法の規定に

より開発行為の許可

の申請図書に準ずる

	
	
	22.現況図
	

	
	
	23.土地利用計画図
	

	
	
	24.造成計画平面図
	

	
	
	25.排水施設計画平面図
	

	
	
	26.給水施設計画平面図
	

	
	
	27.造成計画断面図
	

	
	
	28.がけの断面図
	

	
	
	29.擁壁の断面図
	

	
	水面の埋立又は干拓
	30.一般平面図
	○

公有水面埋立法の規

定により埋立免許の

出願図書に準ずる

	
	
	31.実測平面図
	

	
	
	32.求積平面図
	

	
	
	33.埋立地縦断面図
	

	
	
	34.埋立地横断面図
	

	
	
	35.工作物構造図
	

	
	
	36.埋立地の用途及び利用計画の概要を表

示した図面
	

	
	
	37.既設工作物構造図
	


１．届出書（通知書）
ア　届出者（通知者）の欄には，当該行為をしようとする者の氏名及び住所を記入してください。ただし，法人その他の団体にあっては，その名称及び代表者の氏名並びに主たる事務所の所在地を記入してください。
イ　行為の場所は，住居表示ではなく地名地番を記入してください。
ウ　区域区分の欄には，当該行為をする場所の景観計画区域，景観づくり区域等の名称を記入してください。
エ　行為の期間については，当該行為の着工予定年月日及び完了予定年月日を記入してください。
オ　行為の種類には，建築物の建築等にあっては建築物欄に，工作物の建設等にあっては工作物欄に，土石の採取等にあっては土石の採取等欄に，土地の形質の変更にあっては土地の形質の変更欄に記入してください。
２．委任状
ア　設計者等の代理人が届出を提出する場合に必要です。（様式は任意）
３．位置図（付近見取図）
ア　縮尺２５００分の１以上の都市計画図（白図）等に，当該行為を行う敷地の位置及びその周辺の状況を表示してください。
イ　できるかぎり北を上にして作成し，縮尺，方位を記入してください。
ウ　届出（通知）位置を用紙のおおよそ中心とし，周辺と関係がわかるように行為の場所を朱記してください。
４．カラー写真
ア　当該行為を行う敷地全体及び当該敷地の周辺の状況がわかる写真を，原則３点以上提出してください。
イ　上記の写真については，Ａ４用紙へ貼付または印刷したもので提出してください。
ウ　写真撮影位置，方向について，提出する図面（現況平面図等）に記入してください。その他別に作成した図面で提出いただいても結構です。
５．チェックシート

ア　当該届出（通知）の対象となる行為すべてにおいて，当該行為を行おうとする者自身が景観形成に配慮したことがわかるチェックシートを提出してください。
６．その他

ア　状況により他の資料が必要な場合がありますので，担当者と協議をお願いします。
イ　当該届出（通知）の対象となる行為が建築物の建築等又は工作物の建設等（特定届出対象行為）については，必要に応じて景観シミュレーション図等を提出していただくことがあります。

７．着手届

ア　当該届出の対象となる行為に着手する際に提出してください。（様式第６号）
８．完了報告書
　ア　当該届出の対象となる行為が完了した際に提出してください。（様式第７号）
９．配置図

　ア　縮尺１００分の１以上の平面図に，当該届出（通知）の対象となる建築物の位置又は工作物の位置を表示してください。
イ　できるかぎり北を上にして作成し，縮尺，方位を記入してください。
１０．立面図

ア　縮尺５０分の１以上で３面以上の立面図を提出してください。
イ　上記の立面図における建築物又は工作物には彩色を施してください。なお，色彩についてはマンセル値に基づいた色彩の数値（色相，明度，彩度）を表示してください。
１１．各階平面図

ア　当該届出（通知）の対象となる行為が建築物の建築等にあっては建築確認の際に提出する図面と同様のものを提出してください。

イ　当該届出（通知）の対象となる行為が工作物の建設等にあっては，縮尺１００分の１以上の平面図に工作物の位置を表示してください。
１２．敷地等断面図
　ア　当該届出（通知）の対象となる行為が建築物の建築等又は工作物の建設等にあっては，当該行為を行う敷地全体の断面図を提出してください。
１３～２０
　ア　採石法の規定により採取計画の認可の申請をする際に添付する図書に準じて作成してください。
２１～２９
　ア　都市計画法の規定により開発行為の許可の申請をする際に添付する図書に準じて作成してください。
３０～３７
ア　公有水面埋立法の規定により埋立免許の出願をする際に添付する図書に準じて作成してください。

[image: image7]
５　届出様式

様式第１号（第２条関係）
景観計画区域内における行為の（変更）届出書
　　年　　月　　日
呉　　市　　長　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　郵便番号　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　（　　　　）　　　－
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人にあっては，主たる事務所の所在地及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絡先
　景観法第１６条第１項（第２項）の規定により，関係図書を添えて次のとおり届け出ます。
	行為の場所（地番表示）
	呉市

	区　　域　　区　　分
	□「　　　　　　　　　　　　」景観計画区域
□「　　　　　　　　　　　　」景観づくり区域

	設計者の住所，氏名及び電話番号

（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	施工者の住所，氏名及び電話番号

（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	行為の期間
	着手予定年月日
	　　   年　 月   日
	完了予定年月日
	 　　  年   月   日

	
	建築物の建築等
	用    　途
	

	
	
	行為の区分
	新築，増築，改築，移転，外観の変更

	
	
	規    　模
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	延べ面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	高　　　さ
	ｍ
	ｍ
	－

	
	
	色    　彩
	屋根
	
	外壁
	

	
	工作物の建設等
	種類・用途
	

	
	
	行為の区分
	新設，増設，改築，移転，外観の変更

	
	
	規    　模
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	築造面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	高　　　さ
	ｍ

	
	
	
	長　　　さ
	ｍ

	
	
	色　　　彩
	

	行為の種類
	土地の形質の変更
（土石の採取及び鉱物の掘採に限る。）
	目　　　的
	

	
	
	種　　　類
	

	
	
	規　　　模
	面　　　積
	㎡

	
	
	
	法面又は擁壁の高さ及び長さ
	高　さ
	ｍ

	
	
	
	
	長　さ
	ｍ

	
	
	法面又は
擁壁の色彩
	

	
	都市計画法に規定する開発行為，　土地の形質の変更

（土石の採取及び鉱物の掘採を除く。）等
	目　　　的
	

	
	
	規　　　模
	面　　　積
	㎡

	
	
	
	法面又は擁壁の高さ及び長さ
	高　さ
	ｍ

	
	
	
	
	長　さ
	ｍ

	
	
	法面又は
擁壁の色彩
	

	景観形成のために
特に配慮した事項
	

	その他の参考事項
	

	※指導，勧告等
	指導の年月日
	 　　　　　年　　　月　　　日

	
	その後の措置
	

	
	勧告の年月日
	 　　　　　年　　　月　　　日

	
	その後の措置
	


備考
１  変更の届出でない場合には（変更）を二重取り消し線で消してください。
　（変更は，既に届出された計画に変更が生じ，再度，届出されるもの。）

2　行為の区分については，該当する行為を○で囲んでください。

3　行為の区分が外観の変更である場合は，これに係る部分の面積を，建築物にあっては建築面積の欄に，工作物にあっては築造面積の欄に記入してください。
4　敷地面積，建築面積，延べ面積及び高さについては，建築基準法に準じて算出した数値を記入してください。

5　色彩については，マンセル値による色相，明度及び彩度の数値を記入するなど，色調について詳しく記入してください。

6　工作物の高さは，単独の工作物にあっては当該工作物の高さを，建築物と一体となって設置されるものにあっては地表面から当該工作物の上端までの高さを記入してください。
7　その他の参考事項については，この届出に係る行為が他の法令により行政庁の許認可を要する場合にはその旨を記入するなど，参考となる事項を記入してください。

8　行為の変更の届出の場合は，変更に係る事項について該当欄に変更前後の内容を記入してください（変更前の内容は括弧内に朱書きしてください。）。
9　この届出書には，行為の種類に応じ，景観法施行規則（平成１６年国土交通省令第１００号）第１条第２項各号に掲げる図書（同項第４号に規定する図書として呉市景観条例（平成１９年呉市条例第１６号）別表に掲げる図書を含む。）を添付してください。ただし，景観法施行規則第１条第３項の規定により，別途市長が定める図書については，添付を省略することができます。

10 ※欄は，記入しないでください。

様式第２号（第３条関係）
勧　　　告　　　書
	 第  　　　　号　
 　　年　　月　　日　
　　　  　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　呉　　　市　　　長
　　景観法（平成１６年法律第１１０号）第１６条第３項の規定により，次のとおり措置を講じるよう勧告します。
　　なお，この勧告に基づいて届出内容を変更しようとする場合は，　　　年　　月　　日までに変更届出書を提出してください。

	届出日
	  　　　　　　

	行為の場所
	

	行為の種類
	

	設　 計 　者
	

	
	

	施工者
	

	
	

	勧告事項
	

	備考
	

	担 当 部 署
	
	担当者
	

	
	
	連絡先
	電話（　　）　　－


様式第３号（第４条関係）
	呉 市 指 定 景 観 重 要 建 造 物
　　　　　　　名　　称
指定番号　　　　　　　　　　　　号
指定年月日    　　年     月　　 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉　　市　　長


　注　標識の大きさは，日本産業規格Ａ列４番と同等とする。
様式第４号（第５条関係）
	呉 市 指 定 景 観 重 要 樹 木
　　　　　　　樹　　種
　　　　　　　（科名）
指定番号　　　　　　　　　　　　号
指定年月日    　　年     月　　 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉　　市　　長


　注　標識の大きさは，日本産業規格Ａ列４番と同等とする。
様式第５号

年　　　月　　　日
呉　　市　　長　　様
届出者　郵便番号　　　　　－

住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                           電話番号（　　　）　－
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[image: image17.bmp]法人にあっては，主たる事務所の所在地及び

名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先
事　　　前　　　協　　　議　　　書
景観法第１６条第１項（第２項）の規定に係る次の行為の届出に先立ち，協議します。
１　行為の種類
　２　行為の場所
　３　行為の着手予定年月日
　４　添付書類等
　５　その他
（他の法令による事前協議，事前調整等の制度がある場合は，当該事前協議等の内容及び協議等の予定年月日を記載すること。）
（注）添付書類等としては，届出書に準じて必要なものを添付すること。
様式第６号

着　　　　　手　　　　　届

　　年　　　月　　　日
呉　　　市　　　長　　　様
 　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　郵便番号　　　　　－

住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                           電話番号（　　　）　－
[image: image18.jpg]


[image: image19.jpg]


法人にあっては，主たる事務所の所在地及び

名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先
　景観法第１６条第１項（第２項）の規定により届け出た行為を着手しますので届け出ます。
	行 為 の 場 所 （地番表示）
	呉市

	景観計画区域内

行為届出日
	

	景観計画区域内行為

変更届出等履歴
	

	
	

	
	

	設計者の住所，氏名及び電話番号
（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	施工者の住所，氏名及び電話番号（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	着手予定年月日
	　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	完了予定年月日
	　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	※（事務処理欄）



· 欄には記入しないこと。
様式第７号

完　了　報　告　書
　　年　　　月　　　日
呉　　　市　　　長　　　様
 　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　郵便番号　　　　　－

住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　（　　　　）　　　－
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法人にあっては，主たる事務所の所在地及び

名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡先
　景観法第１６条第１項又は第２項の規定により届け出た行為が完了したので，報告します。
	行為の場所（地番地名）
	　呉市

	景 観 計 画 区 域 内
行  為  届  出  日
	  　　　　　　　年　　　月　　　日
     （変更届出日　　　　　　年　　　月　　　日）

	行為の種
類
	建　築　物
	
	届出部分
	届出以外の部分
	合　　計

	
	
	敷地面積
	
	－
	

	
	
	建築面積
	
	
	

	
	
	延べ面積
	
	
	

	
	
	高　  さ
	
	
	

	
	
	色    彩
	
	
	

	
	工　作　物
	敷地面積
	
	－
	

	
	
	築造面積
	
	
	

	
	
	高    さ
	
	
	

	
	
	長    さ
	
	
	

	
	
	色    彩
	
	
	

	
	土石の採取等
	面    積
	
	
	

	
	
	高    さ
	
	
	

	
	
	長    さ
	
	
	

	
	
	色    彩
	
	
	

	
	土地の区画形質
の　　変　　更
	面    積
	
	
	

	
	
	高    さ
	
	
	

	
	
	長    さ
	
	
	

	
	
	色    彩
	
	
	

	設計者の住所，氏名及び電話番号
（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	施工者の住所，氏名及び電話番号

（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	行為完了年月日
	   　　　　　　　年　　　月　　　日


※ 完成写真を添付すること
様式第８号

景観計画区域内における行為の届出の事前協議結果通知書
年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　様
呉　　　　市　　　　長　　
景観計画区域内における行為の届出の事前協議結果について
（通知）
　　　　　　　　　年　　月　　日付けで協議のこのことについては，次のとおりです。
　　　　つきましては，下記協議事項を検討のうえ届出書を提出してください。

　　１　行為の種類
　　２　行為の内容
　　３　行為の場所
　　４　協議事項
様式第９号
景観計画区域内における行為の（変更）届出の審査済通知書
年　　　月　　　日　
様
呉　　　　市　　　　長　　
景観計画区域内における行為の（変更）届出の審査の結果について

（通知）
　　　　　　年　　月　　日付けで（変更）届出のこのことについて，内容を審査した結果，特に指導する事項はありません。
１　行為の種類
２　行為の内容
３　行為の場所

４　審査済年月日

５　番号

様式第１０号

景観計画区域内における行為の（変更）通知書
　　年　　月　　日
呉　　市　　長　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　通知者　郵便番号　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　                氏　　名　　　　　　　　         　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　（　　　　）　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　景観法第１６条第５項の規定により，関係図書を添えて次のとおり通知します。
	行為の場所（地番表示）
	呉市

	区　　域　　区　　分
	□「　　　　　　　　　　　　」景観計画区域
□「　　　　　　　　　　　　」景観づくり区域

	設計者の住所，氏名及び電話番号

（法人にあっては，主たる事務所の所在地及び名称，代表者の氏名並びに主たる事務所の連絡先）
	

	行為の期間
	着手予定年月日
	　　   年　 月   日
	完了予定年月日
	 　　  年   月   日

	
	建築物の建築等
	用    　途
	

	
	
	行為の区分
	新築，増築，改築，移転，外観の変更

	
	
	規    　模
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	延べ面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	高　　　さ
	ｍ
	ｍ
	－

	
	
	色    　彩
	屋根
	
	外壁
	

	
	工作物の建設等
	種類・用途
	

	
	
	行為の区分
	新設，増設，改築，移転，外観の変更

	
	
	規    　模
	区分
	届出部分
	既存部分
	合計

	
	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	築造面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	
	高　　　さ
	ｍ

	
	
	
	長　　　さ
	ｍ

	
	
	色　　　彩
	

	行為の種類
	土地の形質の変更
（土石の採取及び鉱物の掘採に限る。）
	目　　　的
	

	
	
	種　　　類
	

	
	
	規　　　模
	面　　　積
	㎡

	
	
	
	法面又は擁壁の高さ及び長さ
	高　さ
	ｍ

	
	
	
	
	長　さ
	ｍ

	
	
	法面又は
擁壁の色彩
	

	
	都市計画法に規定する開発行為，　土地の形質の変更

（土石の採取及び鉱物の掘採を除く。）等
	目　　　的
	

	
	
	規　　　模
	面　　　積
	㎡

	
	
	
	法面又は擁壁の高さ及び長さ
	高　さ
	ｍ

	
	
	
	
	長　さ
	ｍ

	
	
	法面又は
擁壁の色彩
	

	景観形成のために
特に配慮した事項
	

	その他の参考事項
	

	※協議等
	協議の年月日
	 　　　　　年　　　月　　　日

	
	その後の措置
	


備考

１  変更の通知でない場合には（変更）を二重取り消し線で消してください。

　（変更は，既に通知された計画に変更が生じ，再度，通知されるもの。）

2　行為の区分については，該当する行為を○で囲んでください。

3　行為の区分が外観の変更である場合は，これに係る部分の面積を，建築物にあっては建築面積の欄に，工作物にあっては築造面積の欄に記入してください。

4　敷地面積，建築面積，延べ面積及び高さについては，建築基準法に準じて算出した数値を記入してください。

5　色彩については，マンセル値による色相，明度及び彩度の数値を記入するなど，色調について詳しく記入してください。

6　工作物の高さは，単独の工作物にあっては当該工作物の高さを，建築物と一体となって設置されるものにあっては地表面から当該工作物の上端までの高さを記入してください。
7　その他の参考事項については，この通知に係る行為が他の法令により行政庁の許認可を要する場合にはその旨を記入するなど，参考となる事項を記入してください。

8　行為の変更の通知の場合は，変更に係る事項について該当欄に変更前後の内容を記入してください（変更前の内容は括弧内に朱書きしてください。）。
9　この通知書には，行為の種類に応じ，景観法施行規則（平成１６年国土交通省令第１００号）第１条第２項各号に掲げる図書（同項第４号に規定する図書として呉市景観条例（平成１９年呉市条例第１６号）別表に掲げる図書を含む。）を添付してください。ただし，景観法施行規則第１条第３項の規定により，別途市長が定める図書については，添付を省略することができます。

10 ※欄は，記入しないでください。

様式第１１号

協　　　　　議　　　　　書

	第　　　　号

年　　月　　日

様

呉　　　市　　　長

　　　景観法（平成１６年法律第１１０号）第１６条第６項の規定により，次のとおり
　　措置を講ずるよう協議します。



	通知日
	

	行為の場所
	

	行為の種類
	

	協議事項
	

	備考
	

	担当部署
	
	担当者
	

	
	
	連絡先
	電話（　 　）  －　


様式第１２号

景観計画区域内における行為の通知の受理書

第　　　　　号

年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　様

呉　　　市　　　長

景観計画区域内における行為の通知について

　平成　　年　　月　　日付けで通知のありましたこのことについて，景観法第１６条第６項の規定による協議をする事項はありません。

　　１　行為の種類

　　２　行為の内容

　　３　行為の場所

　　

６　景観配慮チェック表
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	ガイドライン編


１　景観計画区域
(1) 景観計画区域の範囲
　　　本市は，山並み，瀬戸内の島々などの自然景観，歴史・文化景観，住宅地・商業地・業務地など市街地景観等が市域全域に広がっている。これらの多彩な景観資源の連携を図り，市域全域での景観形成を進めるため，市全域を景観計画区域としています。
(2) 届出が必要な区域の範囲
      本市の景観は，山並みや田園等が織りなす自然的な景観，商業・業務地や住宅地等の市街地で構成される都市的な景観，さらには島しょ部の景観に大別されることから，次の三つの地域に区分し，各地域の景観づくりを進めていきます。
      なお，景観計画区域内にある七箇所の景観づくり区域内では届出が必要な基準及び誘導基準が異なりますので注意して下さい。
      また，川尻・下蒲刈・蒲刈・豊浜・豊地域については，広島県の「ふるさと広島の景観の保全と創造に関する条例」も適用されていますので，別途届出が必要な場合があります。　　
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(3) 届出が必要な行為
        景観計画区域内の次の行為は，景観法第１６条の規定に基づき届出が必要です。
　　　　
①　呉・川尻・安浦地域
    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが13ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	 国立公園を除く

	 工作物の建設等
	・高さが13ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等
	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が3,000㎡以上のもの
・都市計画区域外については，当該行為に係る面積が10,000㎡以上のもの

・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 周辺に圧迫感を与えない形態とする。

	
	 意匠
	 市街地のにぎわいと風格のある景観形成，田園地の自然と調和した景観形成を図るため，外観や素材に工夫を施し，また，周辺との調和に配慮する。

	
	 色彩
	基調となる色彩は落ち着きのある色彩又は素材色とし，彩度の高い色の色彩は避ける。ただし，周囲と調和する場合は明るい色彩を使用しても良い。

	 工作物の建設等
	 原則として，建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，主要な展望地からの眺望に配慮する。

	 土石の採取等
	 掘採中
	 主要な展望地からの眺望に配慮し，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。
 ただし，やむを得ない場合は周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 周辺の景観と調和するよう工夫し，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


②　音戸・倉橋地域
    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが13ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	 国立公園を除く

	 工作物の建設等
	・高さが13ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・都市計画区域内においては，当該行為に係る面積が3,000㎡以上のもの
・都市計画区域外においては，当該行為に係る面積が10,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 周辺に圧迫感を与えない形態とし，伝統的集落においては建築形態の継承を進める。

	
	 意匠
	 伝統的集落と調和した意匠とする。また，外観は地域の素材を用いる等，工夫を施すこと。

	
	 色彩
	 基調となる色彩は，落ち着きのある色彩又は素材色とし，彩度の高い色の色彩は避ける。特に，伝統的集落においては素材色の採用に努める。
 ただし，周囲と調和する場合は明るい色調を使用しても良い。

	 工作物の建設等

	 原則として，建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，主要な展望地からの眺望に配慮する。

	 土石の採取等

	 掘採中

	 海岸線や小島等については地形改変を抑え，できる限り主要な展望地からの眺望に配慮する。
 ただし，やむを得ない場合は周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 周辺の景観と調和するよう工夫し，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


③　下蒲刈・蒲刈・豊浜・豊地域
    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが13ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	国立公園及び重要伝統的建造物群保存地区を除く

	 工作物の建設等
	・高さが13ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が10,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの

	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 周辺に圧迫感を与えない形態とし，伝統的集落においては建築形態の継承を進める。

	
	 意匠
	 伝統的集落と調和した意匠とする。また，外観は地域の素材を用いる等，工夫を施すこと。

	
	 色彩
	 基調となる色彩は，落ち着きのある色彩又は素材色とし，彩度の高い色の色彩は避ける。特に，伝統的集落においては素材色の採用に努める。
 ただし，周囲と調和する場合は明るい色調を使用しても良い。

	 工作物の建設等

	 原則として，建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，主要な展望地からの眺望に配慮する。

	 土石の採取等

	 掘採中

	 主要な展望地からの眺望に配慮する。
 ただし，やむを得ない場合は周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周囲の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め， 緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 周辺の景観と調和するよう工夫し，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


(4) 各基準の説明
景観計画区域の景観形成誘導基準の説明は，以下のとおりとします。右欄には，①呉・川尻・安浦地域　②音戸・倉橋地域　③下蒲刈・蒲刈・豊浜・豊地域の別を表示していますので，行為をする地域の各基準により計画を行ってください。
●建築物の建築等

	形態
	道路・河川等の公共空間に接する部分は後退等により空間を確保し，その空間に植栽を配置するなど緑化に配慮する。
	①②③

	
	外壁面の凹凸や，色・素材の変化等の工夫により単調さを軽減させる。
	①②③

	
	道路や河川等の公共空間には開口部分が比較的少なく壁面が大きな面積で露出しないようにする。
	①②③


	
	隣地との間もゆとりのある配置とし，通風，植栽，補修用スペースとする。
	①②③

	
	角地に建てるときは入隅をとるなど，周囲の見通しを良くするよう努める。
	①②③

	
	玄関・アプローチ空間は，建築物などの顔として，樹木や草花などによる，潤いのある空間づくりを行う。
	①②③

	
	寺社など歴史的な建築物や保存樹木など，地域の景観資産が周辺にあるときは，尊重すべき景観対象との距離など空間的な関係を考慮した配置とする。
	①②③

	
	街並に配慮し，周囲と調和する形態・素材・色彩を用いる。
	①②③

	
	地域固有の歴史的形態及び意匠が伝わる場合には，それを生み出した歴史的背景，地域性を十分理解し，その継承に努める。
	②③

	意匠
	街並みと調和するように窓，バルコニーの壁面デザイン，屋根の形状等に配慮する。
	①

	
	色彩を工夫し，にぎわいを出すよう配慮する。
	①

	
	田園景観や周囲の自然景観と違和感の生じない意匠に配慮する。
	①②③

	
	用途上やむを得ず周辺景観と調和しない意匠となる場合，当該建築物の壁面，門塀，当該建築物が建つ敷地内等の緑化により不調和を軽減するよう努める。
	①②③

	
	用途上やむを得ず周辺景観と調和しない意匠となる場合，柵，塀，垣等による遮蔽に努める。
	①②③

	
	垣，塀などの高さは低く抑え，通りに開放感を与えるよう努めるとともに，塀の緑化なども検討する。
	①②③


	
	ブロック塀の表面は，周辺との調和に配慮した仕上げを施すよう努める。
	①②③

	
	街並みの連続性に配慮し，周辺建築物等と調和するデザインとする。
	①②③

	
	素材はなるべく耐久性があり，自然材等のように，時間とともに味わいが出てくるものを使用する。
	①②③


	
	歴史的景観の中では，伝統的材料，自然の材料を利用できない場合は，意匠や色彩等により，周囲と違和感のない景観とするよう配慮する。
	②③

	
	周辺の街並みにない，新たな材料を多用する場合には，その街並みに対する景観的な影響に配慮する。
	②③


	色彩


	建築物の色彩の基調については，彩度を抑えた色彩とする。
	①②③

	
	石材，土，材木等の自然素材色，柿渋，ベンガラ等の天然塗装色，焼杉その他これらに類するものの色，レンガその他これらに類するもの等の素材色を使用する。
	①②③


	
	背景となる自然景観との調和を図るためには，明度，彩度を抑える必要がある。（植物の緑の平均的な鮮やかさは彩度６程度となっております。）
	①②③


	
	一般的な建築物等は暖かく落ち着いた印象がある中・低彩度色を基調としていることから，周囲のまちなみと大きく異なる色彩を利用しない。
	①②③

	
	原色等の突出した色彩を避け，背景や隣接する建物などとのバランスを崩さないよう考慮する。
	①②③

	
	色数は，出来る限り少なくするとともに，際立つ色彩の使用面積は最小限とする。
	①②③

	
	外壁面の大きな割合を占める基本となる色彩は，色彩基準内とし，色数は少なくする。
	①②③

	
	歴史的景観のなかでは，街並みの基調となる色彩を十分調査し，基調色との調和に配慮すること。
	②③


●工作物の建設等
	工作物の建設


	主要な展望地からの眺望に配慮して位置や規模を検討し，視点場からの眺望への影響を抑えるように工夫する。
	①②③


	
	周辺の自然環境に溶け込むような色彩とする。
	①②③

	
	建築物と一体に建設する場合は，建築物本体とデザインを合わせる。
	①②③

	
	擁壁は，威圧感・恐怖感を排除するため,緑化や素材・形態の工夫を行う。
	①②③

	
	周辺環境に配慮しながら,住民に愛着をもたれるようなカラーデザインを工夫する。
	①②③


	
	長大な擁壁は分節したり凹凸させ,圧迫感の軽減につとめる。
	①②③

	
	擁壁が高くなる場合は段を設けたり,傾斜を緩くして緑化を施す。
	①②③


●土石の採取等
	掘採中


	既存の樹木を活用する等，自然地形を活かし，主要な視点場からの眺望に入らないように配慮する。
	①②③


	
	周辺の植生と調和した植栽，周辺の景観と調和した素材を用いた塀等による遮蔽に配慮し，周辺の自然植生と調和した緑化とする。
	①②③


	掘採後
	掘削後の跡地は周囲の植生と調和した緑化に配慮する。
	①②③

	
	他の土地利用へ転換する場合においても周辺の景観との調和に配慮する。
	①②③


●土地の形質の変更等

	変更後


	土地の不整形な分割や細分化は景観を悪くする場合があるため，極力避ける。
	①②③


	
	法面等は周囲の植生と調和した緑化による修景に配慮する。
	①②③


２　景観づくり区域
景観計画区域内において，景観形成を進めるに当たり重要な役割を果たす景観づくり区域を次のように指定しています。
      選定の基準
　　　○多くの市民に親しまれている区域
      ○市の代表的な観光施設を含む区域
　　　○法的な規制がない，又は法的な規制が弱い区域を含む景観形成上重要な区域
      ○今までに景観整備等の取組を行ってきた区域
  (1) 景観づくり区域の位置及び特色
    ①  景観づくり区域の位置
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    ②  景観づくり区域の特色
	名　称
	景観の特性

	 呉中央景観づくり区域

	・商業，工業などの都市活動が集中する中心市街地
・れんが調を基調として整備されたまちなみ
・旧海軍に関連する歴史と建造物
・市街地の背景である灰ヶ峰

	 アレイからすこじま
 景観づくり区域
	・旧海軍に関連する歴史，建造物，まちなみ

	 野呂山景観づくり区域

	・市内で最も標高の高い山である地域のランドマーク
・瀬戸内海の多島美を望む眺望地点
・宿泊施設，キャンプ場等の観光・アウトドアスポット

	 音戸の瀬戸
 景観づくり区域
	・清盛伝説が残る歴史的景勝地
・多くの船舶が行き交う航路，海の玄関口
・桜，つつじと音戸大橋とが調和した眺望

	 桂浜景観づくり区域

	・万葉集にもうたわれた白砂青松
・歴史的建造物
・海水浴場や温泉施設がある観光地

	 三之瀬景観づくり区域

	・朝鮮通信使などが立ち寄った歴史的な港
・歴史をテーマとした文化施設が建ち並ぶ観光地
・石畳の通り

	 御手洗景観づくり区域
	・風待ちの港として栄えた港
・重要伝統的建造物群保存地区
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  (2) 届出が必要な区域の範囲・行為及び誘導基準の内容
    ①　呉中央景観づくり区域
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    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が3,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 周辺に圧迫感を与えない形態とする。

	
	 意匠
	 外観の意匠に工夫を施し，また周辺との調和に配慮した統一感のある意匠とする。

	
	 色彩
	 基調となる色彩は，レンガの色調と調和する落ち着きのある色彩又は素材色とする。ただし，周囲と調和する場合は明るい色彩を使用しても良い。

	 工作物の建設等

	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，支障のない範囲で歩行者の視界からの遮蔽に努める。

	 土石の採取等

	 掘採中

	 主要な展望地からの眺望に配慮し，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。
 ただし，やむを得ない場合は周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感の生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 周辺の景観と調和するよう工夫し，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。
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アレイからすこじま景観づくり区域

    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が3,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 れんがを基調とした公園に調和する形態とする。

	
	 意匠
	 れんがを基調とした公園に調和した意匠とする。

	
	 色彩
	 れんがの色調と調和する落ち着きのある色彩とし，彩度の高い色彩は避ける。

	 工作物の建設等

	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，支障のない範囲で歩行者の視界からの遮蔽に努める。

	 土石の採取等

	 掘採中

	 主要な展望地からの眺望に配慮し，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。
 ただし，やむを得ない場合は周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感の生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 周辺の景観と調和するよう工夫し，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。
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3 野呂山景観づくり区域
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    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	国立公園を除く。ただし，国立公園普通地域における建築物又は工作物のうち高さが10ｍ以上で，かつ，13ｍ未満のものは対象とする。

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が3,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 まちなみから突出することのないよう，配慮する。

	
	 色彩
	 自然の色彩と調和した落ち着いた色彩とし，派手なものは避ける。 

	 工作物の建設等
	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，主要な展望地からの眺望に配慮する。

	 土石の採取等
	 掘採中
	 展望台・道路からの眺望を考慮し，できる限り見えないよう，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。ただし，やむを得ない場合は，周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 周辺の景観と調和するよう工夫し，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


4 音戸の瀬戸景観づくり区域
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    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が3,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 周辺の自然と調和した圧迫感を与えない形態とする。

	
	 意匠
	 周辺の自然と調和した意匠とする。

	
	 色彩
	 周辺の自然と調和する落ち着きのある色彩とする。
 また，音戸大橋，第二音戸大橋が映えるよう，派手な色は避ける。

	
	 位置
	 航路からの見え方，対岸からの瀬戸の眺めに配慮した位置とする。

	 工作物の建設等
	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，主要な展望地からの眺望に配慮する。

	 土石の採取等
	 掘採中
	 航路・対岸からの眺望を考慮し，できる限り見えないよう,また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。
 ただし,やむを得ない場合は,周辺の景観と調和した形態等とし,周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする｡

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 埋立・干拓などに当たっては，護岸・堤防等が自然と調和するよう工夫し，宅地造成などに当たっては，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


5 桂浜景観づくり区域
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    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	国立公園を除く。ただし，国立公園普通地域における建築物又は工作物のうち高さが10ｍ以上で，かつ，13ｍ未満のものは対象とする。

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が10,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 自然・歴史と調和した，周辺に圧迫感を与えない形態とする。

	
	 意匠
	 自然・歴史と調和した意匠とする。

	
	 色彩
	 自然・歴史と調和する落ち着きのある色彩とする。

	 工作物の建設等

	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，観光施設等からの眺望に配慮する。

	 土石の採取等

	 掘採中

	 浜（瀬戸内海），観光施設からの眺望を考慮し，できる限り見えないよう，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。ただし，やむを得ない場合は，周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 埋立・干拓などに当たっては，護岸・堤防等が自然と調和するよう工夫し，宅地造成などに当たっては，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


6 三之瀬景観づくり区域
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    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が10,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 まちなみと調和し，周辺に圧迫感を与えない形態とする。

	
	 意匠
	 文化的施設と調和した意匠とする。

	
	 色彩
	 まちなみと調和する落ち着いた色彩又は素材色とし，彩度の高い色彩は避ける。

	 工作物の建設等

	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，支障のない範囲で歩行者の視界からの遮蔽に努める。

	 土石の採取等

	 掘採中

	 まちなみからの眺望を考慮し，できる限り見えないよう，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かす等の配慮をする。ただし，やむを得ない場合は，周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	 掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	 変更後
	 埋立・干拓などに当たっては，護岸・堤防等が自然と調和するよう工夫し，宅地造成などに当たっては，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


7 御手洗景観づくり区域
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    届出の対象行為
	対　　象
	規模要件
	   　備　考

	 建築物の建築等
	・高さが10ｍ以上のもの
・建築面積が1,000㎡以上のもの
	国立公園を除く。ただし，国立公園普通地域における建築物又は工作物のうち高さが10ｍ以上で，かつ，13ｍ未満のものは対象とする。

	 工作物の建設等
	・高さが10ｍ以上のもの
・築造面積が1,000㎡以上のもの
	

	 土石の採取等

	・当該行為に係る面積が1,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	

	 土地の形質の変更等
	・当該行為に係る面積が10,000㎡以上のもの
・法面又は擁壁の高さが5ｍ以上又は長さが10ｍ以
上のもの
	


    景観形成誘導基準
	行　為
	 事　項
	誘　導　基　準

	 建築物の建築等
	 形態
	 重要伝統的建造物群保存地区内の建築物と調和し，周辺に圧迫感を与えない形態とする。

	
	 意匠
	 重要伝統的建造物群保存地区内の建築物と調和した意匠とする。

	
	 色彩
	 重要伝統的建造物群保存地区内の建築物と調和する落ち着きのある色彩とする。

	 工作物の建設等

	 原則として建築物の建築等の事項及び基準に準じる。
 また，鉄塔や変圧器等の工作物の位置は，支障のない範囲で歩行者の視界からの遮蔽に努める。

	 土石の採取等

	掘採中

	 重要伝統的建造物群保存地区の背景であることを考慮し，また，長大な法面，擁壁等を生じないよう，自然地形を活かすなど配慮する。ただし，やむを得ない場合は，周辺の景観と調和した形態等とし，周辺の自然植生と調和した緑化等により修景をする。

	
	掘採後
	 周辺の地形と違和感が生じないよう地形の回復に努め，緑化推進を図る。

	 土地の形質の変更等
	変更後
	 埋立・干拓などに当たっては，護岸・堤防等が自然と調和するよう工夫し，宅地造成などに当たっては，土地の不整形な分割又は細分化は避ける。また，できる限り緑化推進を図る。


　
(3) 各基準の説明
　景観づくり区域の景観形成基準の説明は，以下のとおりとします。右欄には，①呉中央景観づくり区域　②アレイからすこじま景観づくり区域　③野呂山景観づくり区域　④音戸の瀬戸景観づくり区域　⑤桂浜景観づくり区域　⑥三之瀬景観づくり区域　⑦御手洗景観づくり区域の別を表示していますので，行為をする地域の各基準により計画を行ってください。

●建築物の建築等
	景観計画区域の景観形成誘導基準に準じる。

	形態


	景観形成モデル地区内では公共施設整備に伴うアメニティ空間と調和を図る。
	①

	
	歴史的な建造物等の形態を採用する場合には，安易な模倣とならないよう配慮する。
	②⑤

	
	瀬戸内海の多島美を望む眺望地点であり，大規模な建築物等は景観の阻害要因になりうるため，周辺のまちなみから大きくかけ離れた形態とならないように配慮する。
	③

	
	周辺の自然・歴史に溶け込むように配慮する。
	②⑤

	
	地域固有の歴史的形態及び意匠が伝わる場合には，それを生み出した歴史的背景，地域性を十分理解し，その継承に努める。
	⑥⑦

	意匠


	景観形成モデル地区内においては，周辺のレンガとの調和を図る。
	①

	
	歴史的な建造物等の意匠を採用する場合には，安易な模倣とならないよう配慮する。
	②④⑤⑥⑦

	
	歴史的景勝地として代表的な音戸大橋が際立つよう，奇抜な意匠とならないよう努める。
	④

	色彩
	眺望地点から見て，周辺から突出しないような色彩とする。
	③

	
	音戸大橋，第二音戸大橋が際立つよう，派手な色とならないように努める。
	④

	位置
	航路，道路等，人が景観を楽しむ場所から見える場所に建築物を建築する場合，建築物の位置，向き等周辺の建築物から突出した建築物にならないように努める。
	④


●工作物の建設等

	景観計画区域の景観形成誘導基準に準じる。

	工作物の建設
	歩行者から見えないよう，視点場からの眺望への影響を抑えるよう工夫する。
	⑥⑦




●土石の採取等
	景観計画区域の景観形成誘導基準に準じる。


●土地の形質の変更等
	景観計画区域の景観形成誘導基準に準じる。



[image: image12]
３　色彩計画の方針

美しい景観は，長い時間の蓄積や多くの人々の協力によって築かれてきたものです。そのため，建築物や工作物等の色彩選択にあたっては，すでにある色彩を尊重し，どのような色彩を用いればより良い景観が形成されるかを考慮することが重要です。

　本市では，陸域・海域の自然の景観，生活・歴史文化の営みにより形成された景観，眺望や連続的な広がりをもった景観などさまざまな景観があります。そうした景観を守るためその地域の周辺環境への配慮によって個々の建築物等ばかりでなく，まちなみ全体の価値を高めることが大切です。
周辺の景観に配慮して，建築物等の基調となる色は彩度の低いものとし，彩度の高い色彩の使用は避け，周囲の景観及びまち並みとの調和に配慮をしていくことや，やむを得ず彩度の高い色彩を使用する場合は，アクセントカラー程度にとどめるよう努める事などが必要です。

　呉市景観計画では，色彩を正確かつ客観的に表すために，マンセル表色系を採用しています。マンセル表色系は，ＪＩＳにも採用され多くの国々で用いられている色彩のものさしともいえる尺度で，ひとつの色彩を［色相（いろあい）］［明度（あかるさ）］［彩度（あざやかさ）］という３つの属性の組み合わせによって表現します。これによって，赤や青，黄色などといった色名による表現よりも個人差のない正確な色彩を表現することができます。
色の三属性

色相　‥‥　赤，青，黄，緑などといった色合いの違いのことであり，有彩色のみが持つ色の特徴です。

　　明度　‥‥　色の明るさの度合いのことです。色の明暗を表し，明度が高くなるにつれて色は白に近くなり，明度が低くなるにつれて黒に近い色になります。

　彩度　‥‥　色の鮮やかさを表し，鮮やかな原色に近い色ほど彩度は高く，色合いの少ないくすんだ色ほど彩度は低くなります。

呉市景観計画では，景観計画区域及び景観づくり区域の色彩のおすすめする色は全色　明度５以上，彩度を２以下とし，避けたほうが良い色は，Ｒ（赤）・ＹＲ（黄・赤）・Ｙ（黄）　明度２未満，彩度１０以上，それ以外の色については，明度２未満，彩度８以上の範囲内とする。また，その他の範囲については協議色とさせていただきます。
ただし，建築物若しくは工作物の見付面積の５分の１未満の範囲内で外観のアクセントカラーとして使用する部分の色彩についてはこの限りでない。
アクセントカラー：建物等の外観に個性を持たせたり，メリハリをつけ見栄えを良くするために外装の一部に基調色と違った配色をする色のこと。
４　電柱類の届出適用範囲

●　景観計画区域

　・電気の供給又は有線電気通信のための電線路又は空中線の建設等（支持物含む。）は，支持物の高さが２０ｍを超えるもの。

※　国立公園内に設置する場合は景観の届出は不要となりますので，自然公園法による申請・届出をしてください。

●　景観づくり区域

　・各景観づくり区域においては，電気の供給又は有線電気通信のための電線路又は空中線の建設等（支持物含む。）は支持物の高さが１０ｍを超えるもの。

· 国立公園内に設置する場合は景観の届出は不要となりますので，自然公園法による申請・届出をしてください。ただし，野呂山景観づくり区域及び御手洗景観づくり区域，桂浜景観づくり区域の国立公園普通地域においては，高さ１０ｍ以上１３ｍ未満のものについては届出が必要になります。
※　景観重要公共施設内に設置する場合は各施設の占用によるため，届出は不要となります。
※　御手洗重要伝統的建造物群保存地区については，呉市伝統的建造物群保存地区保存条例によるため届出は不要です。
	区　　　　　域
	電柱類の届出適用範囲
	摘要の考え方

	景観計画区域


	呉・川尻・安浦
	高さ20ｍを超えるもの
	遠景，中景を景観形成の対象とするため，電柱類は支障がないと考える。

	
	音戸・倉橋
	
	

	
	下蒲刈・蒲刈・豊浜・豊
	
	

	景観づくり区域


	呉中央
	高さ10ｍを超えるもの
	近景が景観形成の対象

	
	アレイからすこじま


	
	近景が景観形成の対象

歴史的まちなみへの調和が必要であると考える

	
	野呂山
	
	遠景，中景を景観形成の対象とするため，電柱類は支障がないと考える

	
	音戸の瀬戸
	
	

	
	桂浜
	
	

	
	三之瀬
	
	近景が景観形成の対象

歴史文化的まちなみへの調和が必要であると考える

	
	御手洗
	
	


５　公共事業等景観形成指針
　景観法第１６条第５項の規定による通知には，様式第１０号による景観計画区域内における行為の（変更）通知書に，景観法施行規則（平成１６年国土交通省令第１００号）第１条第２項に規定する図書に準じた図書で，市長が必要と認めたものを添付して行うものとする。

第１　基本的事項
　公共事業等の実施に当たっては，事業の目的を踏まえた上で基本的な事項は次のとおりです。
　１．呉市景観計画との整合性に配慮する。
　２．公共空間，公共施設が呉市の景観形成に与える影響に鑑み，率先して景観上の配慮に努める。
　３．景観上他の事業と特に関連がある場合は，関係事業主体や関係行政機関等との連絡調整を綿密に行い，景観形成の整合性の確保に努める。
　４．地域の自然，歴史，文化及び伝統等の特性に配慮した景観形成に努める。
　５．公共施設等の機能性や安全性の確保と併せて，快適性や美観性に配慮する。
　６．公共施設等の維持管理に当たっては，景観上の配慮に努める。
第２　施設別指針
　１．道路
　　（ア）法面
　　　　　切土，盛土によって生じる法面は，周辺景観に調和するように構造及び形態を工夫するとともに緑化に努める。
　　（イ）擁壁
　　　　　擁壁の形態及び素材は，周辺景観に配慮し，圧迫感を和らげるよう工夫するとともに，周囲の緑化に努める。

（ウ）高架橋
　　　　　高架橋の形態・意匠及び色彩については，周囲に与える圧迫感や威圧感を和らげるように努める。
　　（エ）横断歩道橋
　　　　　歩道橋の形態・意匠及び色彩については，煩雑感や威圧感を与えないように配慮するとともに，橋脚等の修景に努める。
　  （オ）舗装
　　　　・車道部の舗装は，車輌等の円滑な走行性や走行性への配慮と併せて，歴史的まちなみや公園周辺等で特に景観上配慮が必要な場所では，舗装の材質や色調の工夫に努める。
　　　　・歩道及び自転車道の舗装は，走行性や走行性への配慮と併せて，周辺景観との調和を図りつつ，地域の特性や道路の性格に合うように材質及び色調を工夫するよう努める。
　　（カ）交差点
　　　　　交差点は道路と道路の接点で特に道路景観上留意すべき場所であるため，道路施設等の適切な配置や形態に配慮するとともに，地域性を活かした修景に努める。
　　（キ）防護柵
          防護柵等の構造，形態及び色彩は，交通の安全性の確保と併せて，周辺の景観との調和を図るとともに，地域の特性に応じた個性を創り出すように努める。
　　（ク）標識等
　　　　　標識等は，交通管理上その機能の確保を図りながら，可能な限り設置数や場所の適正化に努める。
　　（ケ）照明施設
　　　　　照明施設の形態・意匠及び色彩については，周辺の景観や道路の性格に調和するように努める。
　　（コ）緑化等
　　　　　道路等には，可能な限り連続した植樹帯を設け，また，中央分離帯や交通島についても可能な限り緑化するように努める。
　　　　　植栽の配置及び樹種については，全体のバランスを考慮した上で，周辺の景観との調和を図るとともに，道路の景観形成に努める。
　　　　　道路沿いの屋敷林，公園の樹林，また郊外部の山林や樹林等の活用及び保全に努める。
　　（サ）道路占用物
          ベンチ，彫刻，ごみ箱等のストリートファニチャーを歩道等に設置する場合は，位置，形態及び色彩について，周辺の景観に調和するよう努める。
　　　　　電柱等の占用行為にあっては，周辺の景観と調和するように配慮する。
　２．橋りょう
　　（ア）橋りょう本体
　　　　　橋りょうの形態及び色彩等については，橋りょうが架設される地域の自然や人工物とのバランス及び地域の風土や歴史等を考慮して地域に合った景観となるよう努める。
　　　　　また，市街地や景勝地では必要に応じて眺望等のための場所の確保に努める。
　　（イ）橋上施設
　　　　　親柱，高欄及び照明灯については，それぞれのデザイン，設置箇所及び相互のバランス等全体の調和やまとまりについて配慮するとともに，地域の特性を活かすよう努める。
　　（ウ）緑化
          橋のたもとに空地がある場合は，可能な限り緑化による修景を行うなど，周辺の環境との調和に努める。
　３．河川
　　（ア）堤防
          法面は，可能な限り緑化に努める。
　　（イ）護岸
　　　　　護岸の構造，形態及び素材については，周辺環境との調和，親水性及び緑化に配慮するとともに，生態系の保全を図るように努める。
　　（ウ）水門・樋門
　　　　　水門・樋門の形態・意匠及び色彩は，周辺環境と調和するように努める。

（エ）揚・排水機場
　　　　　揚・排水機場の形態・意匠及び色彩は，周辺環境と調和するように配慮し，その敷地内は地域性を生かした緑化に努める。
　　（オ）防護柵
　　　　　防護柵の構造，形態及び色彩については，周辺環境との調和に配慮するとともに，地域性を生かすように努める。
　　（カ）ダム・堰堤
          ダム・堰堤は，安全性及び機能性等の確保と併せて周辺環境への影響を緩和するように努めるとともに，周辺の法面及び構造物の周囲については，緑化に配慮し周辺環境との調和に努める。
　４．公園・緑地
　　（ア）公園・緑地全体
　　　　　公園等の周囲にある道路，河川等の公共施設との連続性に配慮し，開かれた空間をつくるように努めるとともに，地域の生態系に配慮する。
　　（イ）公園・緑地施設
　　　　　園路，広場，休憩所，遊具等の公園等の施設の材料は，可能な限り自然素材を用いるとともに，自然公園においては地域の地形及び自然になじむような形態・意匠及び色彩の工夫に努め，都市公園等においては周辺の景観に配慮しつつ，公園等の特徴を生かした形態・意匠及び色彩の工夫に努める。
　　（ウ）公園・緑地内の建築物等
　　　　　自然公園においては，地域の地形及び自然になじむような建築物等の形態・意匠及び色彩を工夫し，都市公園等においては周辺の景観に配慮するとともに公園等の特徴を生かすような建築物等の形態・意匠及び色彩の工夫に努める。
　　（エ）かき，柵等
　　　　　かき，柵等の形態・意匠及び色彩は，公園等及び周辺の環境との調和を図るとともに，可

能な限り自然素材の使用に努める。
　　（オ）駐車場等
　　　　　駐車場を設ける場合は，周辺環境との調和に配慮した位置に努めるとともに，自然素材の活用や緑化に努める。
　　（カ）樹木の保存と緑化
　　　　　既存樹木は可能な限り保存活用に努め，植栽に当たっては，地域の特色を活かすよう努める。
　５．公共建築物
　　（ア）配置
          建築物の配置に当たっては，周辺景観との調和に配慮する。また，敷地内の既存の樹木は，可能な限り保存活用に努める。
　　（イ）形態・意匠
        a　建築物の形態・意匠は，周辺の建築物及び景観との調和に配慮し，全体的に違和感のないまとまりのあるものとする。
　　　　b　自然的または歴史的特性を有する地域では，建築物の形態・意匠に地域の特性を生かすように努める。
　　　　c　屋外階段及びベランダ等の形態・意匠は，建築物本体との調和に配慮する。
　　　　d　屋上に空調設備等を設置する場合は，外部から直接見えにくいように工夫する。
　　（ウ）色彩
　　　　a　建築物の外部の色彩は，落ち着きのある色彩を基調とし，周辺の景観との調和に配慮する。
　　　　b　屋外に設ける階段は，建築物本体及び周辺景観との調和に配慮する。
　　（エ）材料
          建築物の外装に使用する材料は，周辺の景観になじみ耐久性及び耐候性に優れた材料の使用に努めるとともに，伝統的なまちなみを形成している等特色ある地域では，地域性のある材料の活用に努める。
　　（オ）外構（形態・意匠及び色彩）
          外構の形態・意匠及び色彩は，周辺の景観に配慮するとともに，建築物本体との調和に努める。
　　（カ）外構（材料）
　　　　　外構の材料は，周辺景観及び建築物本体と調和する材料の使用に努めるとともに，道路等に面して設ける塀等は可能な限り生垣とする。
　　（キ）外構（付属施設：車庫，倉庫，汚水処理施設等）
          付属施設の形態・意匠，色彩及び材料は，周辺景観に配慮するとともに，建築物本体との調和に努める。
　　（ク）駐車場等
          駐車場等を設ける場合は，周辺景観との調和に配慮した位置にするとともに，周囲等の緑化に努める。
　　（ケ）敷地の緑化
　　　　　a　建築物は周辺景観と融和し，良好な景観の形成が図れるよう敷地等は極力緑化に努める。
　　　　　b　樹種，樹姿及び樹高の選定及びその配置には，建築物が周囲に与える威圧感，圧迫感及び突出感を和らげるように工夫するとともに，四季の変化が楽しめるように配慮する。
　　　　　c　敷地内の既存樹林の保全，活用に努める。
　６．面的整備事業
　　（ア）地域の地形的特性を生かすように努める。
　　（イ）地域の景観上有効な自然的特性の保存活用に努めるとともに，積極的に水と緑の利用に努める。
　　（ウ）地域の歴史，文化，風土及び地場産材等の特徴的な要素を，施設整備に生かすように努める。
　　（エ）ゆとりある公共空間の確保と整備に努める。
　　（オ）必要に応じて，活力に満ちた景観を創造する。
　　（カ）事業地内の各施設の形態・意匠及び色彩は，周辺景観との調和に配慮する。
　　（キ）将来にわたって景観を保全及び創造していくために，地区計画，景観協定及び緑地協定等必要な措置を講ずるように努める。
６　景観重要公共施設景観形成基準
　呉市景観計画に記載されている景観重要公共施設の景観形成基準に関して，以下基準の詳細に従うものとする。
●景観重要公共施設
景観重要道路
	蔵本通り

	道路
	意匠
	歩道の舗装はれんが調を基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■歩道は，歩行者空間の安全性と快適性を低下させることのない範囲で，インターロッキング等のれんが調の意匠とし，周囲と違和感のない景観とするような配慮する。

	
	色彩
	歩道はれんが調の色彩を主とする。

	道路照明
	意匠
	舗装・公園と調和する意匠とする。

	
	
	■通りや公園で既に使用されている意匠に合わせるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	案内板
	意匠
	舗装・公園と調和する意匠とする。

	
	
	■通りや公園で既に使用されている意匠に合わせるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	その他の附帯施設
	舗装・公園と調和する形態，意匠，色彩等とする。

	
	■舗装や公園と調和し，すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	いちょう並木等の植栽の維持，保全に努める。

	美術館通り

	道路
	意匠
	歩道の舗装はれんが調を基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■歩道は，インターロッキング等のれんが調の意匠とし，周囲と違和感のない景観とするよう配慮する。

	
	色彩
	歩道はれんが調の色彩を主とする。

	道路照明
	意匠
	舗装・公園と調和する意匠とする。

	
	
	■通りや公園で既に使用されている意匠に合わせるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	案内板
	意匠
	舗装・公園と調和する意匠とする。

	
	
	■通りや公園で既に使用されている意匠に合わせるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	その他の附帯施設
	舗装・公園と調和する形態，意匠，色彩等とする。

	
	■舗装や公園と調和し，すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	松並木等の植栽の維持・保全に努める。

	音戸大橋

	橋りょう
	意匠
	現在の意匠を維持する。

	
	
	■地域の自然や人工物とのバランス及び地域の風土や歴史等を考慮して地域に合うよう配慮する。

	
	色彩
	現在の色彩を維持する。

	取付道路
	形態
	現在の形態を維持する。

	
	
	■既に使用されている形態に合わせるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	意匠
	橋りょう部を強調するため，簡素な意匠とする。

	
	
	■橋梁部の特徴を生かすなどの工夫をし，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	橋りょう部を強調するため，目立たない色彩とする。

	道路照明
	意匠
	橋りょう部の眺めを阻害しないよう簡素な意匠とする。

	
	
	■華美なデザインは避けるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	橋りょうの眺めを阻害しないよう目立たない色彩とする。

	その他の　附帯施設
	周辺の景観と著しく不調和でない形態，意匠，色彩等とする。橋りょう部の眺めに配慮した配置とする。

	
	■橋りょうや道路照明と調和し，すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	つつじ等の植栽の維持・保全に努める。

	第二音戸大橋

	橋りょう
	意匠
	周辺の自然と調和した意匠とする。

	
	
	■地域の自然や人工物とのバランス及び地域の風土や歴史等を考慮して地域に合うよう配慮する。

	
	色彩
	音戸大橋と調和した色彩とする。

	道路照明
	意匠
	橋りょう部の眺めを阻害しないよう簡素な意匠とする。

	
	
	■華美なデザインは避けるなど，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	橋りょうの眺めを阻害しないよう目立たない色彩とする。

	その他の　附帯施設
	周辺の景観と著しく不調和でない形態，意匠，色彩等とする。橋りょう部の眺めに配慮した配置とする。

	
	■橋りょうや道路照明と調和し，すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。



	さざなみスカイライン

	道路
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	展望施設
	形態
	周辺の自然景観を阻害しない形態とする。

	
	
	■既に使用されている形態に合わせるなど，周辺の自然と違和感のないよう配慮する。

	
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	
	■自然素材，自然の材料を利用できない場合は，周囲と違和感のない景観とするよう配慮する。

	
	色彩
	自然な色彩とする。

	
	素材
	できる限り自然素材を使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材色，柿渋，ベンガラ等の天然塗装色，焼杉その他これらに類するものの色，レンガその他これらに類するもの等の自然素材を使用するよう配慮する。

	
	その他
	眺望の確保に努める。

	
	
	■位置や規模を検討し，眺望を阻害しないよう配慮する。

	道路照明
	意匠
	周辺の自然景観と調和する簡素な意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する目立たない色彩とする。

	その他の　附帯施設
	周辺の自然景観と著しく不調和でない形態，意匠，色彩等とする。

展望施設からの眺望に配慮した配置とする。


景観重要都市公園
	中央公園（体育館側）

	園路，広場等
	意匠
	れんがを基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■歩道は，インターロッキング等のれんが調の意匠とするよう，配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩を主とする。

	
	配置
	植栽等とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	駐車場
	意匠
	公園のイメージと調和するよう緑化等に努める。

	
	配置
	公園部とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	建築物
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるように配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	遊具
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	色彩
	公園のイメージと調和する色彩とする。

	
	配置
	他施設とのバランスを取り，適切な場所で整備を行う。

	あずまや・ベンチ
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるよう配慮をお願いします。

	
	色彩
	公園のイメージと調和する色彩とする。

	
	素材
	できる限り自然素材又はれんがを使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材，柿渋，ベンガラ等の天然塗装，焼杉その他これらに類するもの，レンガその他これらに類するものを使用するよう配慮する。

	園内照明
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺景観と調和する色彩とする。

	柵・フェンス
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮す

る。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	案内板
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，周辺の景観と調和する色彩とする。

	その他の附帯施設
	公園のイメージと調和する形態，意匠，色彩等とする。

	
	■すべてにおいて周囲と調和し，違和感のないように配慮する。

	植栽
	植栽の維持・保全に努める。

	中央公園（蔵本通り側）

	園路，広場等
	意匠
	れんがを基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩を主とする。

	
	配置
	植栽等とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	駐車場
	意匠
	公園・通りと調和するよう緑化等に努める。

	
	配置
	公園部とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	建築物
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるよう配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	遊具
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	色彩
	公園・通りと調和する色彩とする。

	
	配置
	他施設とのバランスを取り，適切な場所で整備を行う。


	あずまや・ベンチ
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるよう配慮する。

	
	色彩
	公園・通りと調和する色彩とする。

	
	素材
	できる限り自然素材又はれんがを使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材，柿渋，ベンガラ等の天然塗装，焼杉その他これらに類するもの，レンガその他これらに類するものを使用するよう配慮する。

	園内照明
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	柵・フェンス
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	案内板
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，周辺の景観と調和する色彩とする。

	その他附帯施設
	公園・通りと調和する形態，意匠，色彩等とする。

	
	■すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	植栽の維持・保全に努める。

	入船山公園（記念館側）

	園路，広場等
	意匠
	石畳を基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	石畳調の色彩を主とする。

	
	配置
	植栽等とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	建築物
	意匠
	歴史的建造物と調和する意匠とする。

	
	
	■建築物全体として統一感のあるのあるデザインとし，周囲から著しく突出しない意匠になるよう配慮する。

	
	色彩
	歴史的建造物と調和する色彩とする。

	あずまや・ベンチ
	意匠
	歴史的建造物と調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠になるように配慮する。

	
	色彩
	歴史的建造物と調和する色彩とする。

	
	素材
	できるだけ自然素材又はれんがを使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材，柿渋，ベンガラ等の天然塗装，焼杉その他これらに類するもの，レンガその他これらに類するものを使用するよう配慮する。

	園内照明
	意匠
	歴史的建造物・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	歴史的建造物・通りと調和する色彩とする。

	柵・フェンス
	意匠
	歴史的建造物・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	歴史的建造物・通りと調和する色彩とする。

	案内板
	意匠
	歴史的建造物・通りと調和する意匠とする。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，歴史的建造物・通りと調和する色彩とする。

	　
	
	

	その他の附
	歴史的建造物・通りと調和する形態，意匠，色彩等とする。

	帯施設
	■すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	植栽の維持・保全に努める。

	入船山公園（市民広場側）

	園路，広場等
	意匠
	れんがを基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■歩道は，インターロッキング等れんが調の意匠とし，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩を主とする。

	
	配置
	植栽等とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	駐車場
	意匠
	公園・通りと調和するよう緑化等に努める。

	
	配置
	公園部とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	建築物
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	遊具
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	色彩
	公園・通りと調和する色彩とする。

	
	配置
	他施設とバランスを取り，適切な場所に配置する。

	あずまや・ベンチ
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるように配慮する。

	
	色彩
	公園・通りと調和する色彩とする。

	
	素材
	できる限り自然素材又はれんがを使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材，柿渋，ベンガラ等の天然塗装，焼杉その他これらに類するもの，レンガその他これらに類するものを使用するよう配慮する。

	園内照明
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	柵・フェンス
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	植栽，舗装等，周辺の景観と調和する色彩とする。

	案内板
	意匠
	公園・通りと調和する意匠とする。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，周辺の景観と調和する色彩とする。

	その他の附帯施設
	公園・通りと調和する形態，意匠，色彩等とする。

	
	■すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	植栽の維持・保全に努める。

	アレイからすこじま

	園路，広場等
	意匠
	れんがを基調とし，統一感のある美しい意匠とする。

	
	
	■歩道は，歩行者空間の安全性と快適性を低下させることのない範囲で，インターロッキング等のれんが調の意匠とし，周囲と違和感のない景観とするよう配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩を主とする。

	建築物
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	
	配置
	呉港の眺めに配慮した配置とする。

	あずまや・ベンチ
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるよう配慮する。

	
	色彩
	公園のイメージと調和する色彩とする。

	
	素材
	できる限り自然素材又はれんがを使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材，柿渋，ベンガラ等の天然塗装，焼杉その他これらに類するもの，レンガその他これらに類するものを使用するよう配慮する。

	
	配置
	呉港の眺めに配慮した配置とする。

	園内照明

	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	
	配置
	呉港の眺めに配慮した配置とする。

	柵・フェンス

	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	
	配置
	呉港の眺めに配慮した配置とする。

	案内板
	意匠
	公園のイメージと調和する意匠とする。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，れんが調の色彩と調和する色彩とする。

	
	配置
	呉港の眺めに配慮した配置とする。

	その他の附帯施設
	公園のイメージと調和する形態，意匠，色彩等とする。
呉港の眺めに配慮した配置とする。

	
	■形態，意匠，色彩すべてにおいて周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	植栽の維持・保全に努める。

	音戸の瀬戸公園

	園路，広場等
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	
	配置
	各施設とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	駐車場
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	配置
	音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。
各施設とのバランスを取り，適切な整備を行う。

	建築物
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるよう配慮する。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	
	配置
	音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。

	遊具
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	
	配置
	音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。

	あずまや・ベンチ

	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	
	■違和感や圧迫感を与えない意匠，周囲から著しく突出しない意匠となるよう配慮する。

	
	色彩
	自然な色彩とする。

	
	素材
	できる限り自然素材を使用する。

	
	
	■石材，土，材木等の自然素材，柿渋，ベンガラ等の天然塗装，焼杉その他これらに類するもの，レンガその他これらに類するものを使用するよう配慮する。

	
	配置
	音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。

	園内照明
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	
	配置
	音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。

	柵・フェンス
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	
	■既に使用されている意匠に合わせる等，周囲と違和感のないように配慮する。

	
	色彩
	周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	
	配置
	音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。

	案内板
	意匠
	周辺の自然景観と調和する意匠とする。

	
	色彩
	案内板の文字・地色は，認識しやすい色彩の範囲で，周辺の自然景観と調和する色彩とする。

	その他の附帯施設
	周辺の自然景観と調和する形態，意匠，色彩等とする。
音戸の瀬戸等の眺めに配慮した配置とする。

	
	■周囲と違和感のないように配慮する。

	植栽
	植栽の維持・保全に努める。
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７　広島県「ふるさと広島の景観の保全と創造に関する条例」
　　広島県ＨＰへリンク
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/eco/h/h_index.htm
事前協議
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（行為着手の30日前まで）
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重要伝統的建造物群保存地区
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